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廃棄系バイオマスの有効活用の一例として、茶殻、おから、および卵殻膜を、水溶液中における重金属イオ

ンの吸着剤として応用することを目的し、鉛(II)、銅(II)、亜鉛(II)ならびにカドミウム(II)の吸着を試み

た。その結果、茶殻が最も有効であることが判明し、特に、緑茶は代表的な吸着剤として知られている活性

炭の1〜3倍の吸着量を示すことを明らかにした。さらに、バイオマス系吸着剤の特性を代表的な平衡吸着式

であるFreundlich式やLangmuir式を用いて評価した結果を報告した。
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